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注　記

　※　本図面は，現地での簡易な計測に基づき作成したものである。

　※　部材寸法は，施工前に現地を再確認のうえ決定のこと。
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注　記

　※　本図面は，現地での簡易な計測に基づき作成したものである。

　※　部材寸法は，施工前に現地を再確認のうえ決定のこと。

旭橋　補修図（その１） S=1:100
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　場合は工事監督官と協議し，必要な鉄筋の補
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塗装塗替工

(排水管:取付バンド)

ひび割れ補修工
【注入工】

断面修復工
【左官工法】

G1 G2

A1橋台支承部

G2 G1

断面修復工

(モルタル打替)

断面修復工

(モルタル打替)

　 0.80x0.40

　 0.70x0.35

　 0.10x0.10

　 0.20x0.10

2

3

4

5

修復深さ

　　プライマー塗布

　　下地処理(はつり)

t=30mm

　　断面修復材

2

1

3

6800

400 6000 400

39001450 1450

4
00

1
8
0
0

塗装塗替工

1
50

1
50

1
9
0

【排水管:取付バンド】
S=1:50

φ80

3
0

モルタル打替
【t=30mm】

S=1:50

1000

100

200

400

200

100

6
0
0

1
00

4
0
01
0
0

取付バンド

支承本体



上部工：第３径間
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注　記

　※　本図面は，現地での簡易な計測に基づき作成したものである。

　※　部材寸法は，施工前に現地を再確認のうえ決定のこと。
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旭橋　施工要領図（参考図)

　※　本図面は，現地での簡易な計測に基づき作成したものである。
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注　記

　※　部材寸法は，施工前に現地を再確認のうえ決定のこと。
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